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量子応用光学研究部Ⅹ線超微細加工技術研究プロジェクトリーダー 石野 雅彦

◆高繰り返し技術の開発で、産業分野での普及を目指す
今後の技術開発の課題の一つが、レーザー発振の高繰り返しです。軟Ⅹ線レーザー加工技術

を産業応用で広く普及させるためには、加工スピードの高速化が必須となります。現在、1秒に

10発程度の高繰り返しを実現できるよう挑戦を続けています。

図２：表面の微細加工

穴の深さは
１ナノメートルほど

穴加工(左)や細溝加工（右)。
ナノメートルサイズの穴や溝を
シリコンやサファイアの表面に
加工できる。電気素子や光学素
子への展開が期待される。

◆軟Ⅹ線レーザー技術の高度化へ
なん

数ミリメートル

図1：プラズマ軟Ⅹ線レーザー発振図
プラズマ生成用レーザーとメイン励起レーザーにより金属ター
ゲットをプラズマ化し、軟Ⅹ線レーザーを発振させる。

写真：プラズマからの発光
金属ターゲットにレーザーが
当たりプラズマ化する。

おおよそ0.1～30 ナノメート
ルの光を「軟Ⅹ線(なんえっ
くすせん)」と呼ぶ。プラズ
マ軟Ⅹ線レーザーの発振波長
は10～20ナノメートル。

レーザーポインターに代表されるような、我々が普段目にする赤色や緑色のレーザーとは違

い、軟Ⅹ線レーザーは波長が非常に短い(おおよそ10ナノメートル)、目に見えない光を発しま

す。波長が短いため、小さく集光することができます。軟Ⅹ線レーザーは、高強度のレーザー

パルスを金属(銀など)に当てた時に生成されるプラズマから発振します(写真及び図１)。

我々のプロジェクトでは軟Ⅹ線レーザーの発振技術を高度化し、主に表面加工技術への活用

を目指した研究を進めています。

◆新技術：超微細加工技術

様々な物質にレーザーを当て、切断や穴あけ、彫刻等を行う技術をレーザー加工技術と言

います。小さく集光できる軟Ⅹ線レーザーを加工に用いることによって、我々は世界で初め

て、シリコンやサファイアの表面に非常に微細な加工（ナノメートルサイズの穴や溝を作る

こと）ができることを発見しました（図２）。

線幅約200ナノメートルの溝加工
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５月のふぉとんは、ゴールデンウィーク中のイベントの他、近隣の小学校

の遠足シーズン到来などで、1,９00人を超える来館者をお迎えしました。

利用状況

ペタペタ偏光アート こどもの日プラバン スーパーボールカラフル

母の日レジン 母の日プラバン キラキラツリー
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息子とふたりで関西研が協賛するMaker Faire Kyoto 2024（＠けいは
んなオープンイノベーションセンター、4/27-28開催）に行ってきまし
た。息子が鹿にせんべいをあげたいというのでまず奈良公園に向かい、
鹿に存分に高級せんべいを食べさせました。鹿なんておとーちゃんの職
場にいっぱいいるだろうに、と息子に言うと、街中にいる鹿がいいんだ、
こういうところに住みたいんだ、とのこと。奈良の鹿はおとーちゃんの
故郷茨城の鹿島神宮と大層ご縁があるんだよ、と息子に話すも、全く興
味なさそうでした。

さて、Maker Faireは「家族で楽しめる、発明と
創造が一杯で機知に富む人々が集うメイカームーブ
メントのお祭り」とのこと。開始時刻の10時を過ぎ
て会場入りしましたがすでに満員。人でごった返す
広い会場を回っていると、息子がやってみたいとい
うワークショップが見つかり、並びました。

「子供プログラミング喫茶」では、 Scratch（プログラミング言
語）による四輪ロボットの制御（課題：ポールを回って帰って来る）
を体験しました。なかなか難しかったようです。最近のプログラミン
グ教材は良くできていますね。

Maker Faireは子ども向けというわけではなく、大人も十分楽しめて
遊びや勉強、ビジネスになる展示がてんこ盛り。気が付けばあっとい
う間に時間が過ぎていて、昼食会場のお弁当は既に売り切れ。大惨事
でした。お腹をグーグー鳴らしながら、しばらくMaker Faireを楽しん
だ後、会場を後にしました。
最後になりましたが、Maker Faire Kyoto 2024会場スタッフの皆様、

大変ありがとうございました。

「ハンダづけ体験コー
ナー」では、Maker Faireの
マスコットキャラクター
「Makey（メイキー）くん」
のピカピカ光るLEDバッジを
作成しました。LEDのハンダ
付けのために熱くなったハン
ダごてを使うので同意書への
保護者のサインが義務づけら
れています。作業時には保護
メガネを着用。ちょっと“らし
く”見えます。終了後はマイス
ター認定証もいただきました。 息子の雄姿を目に焼き付けていたら、

ハンダ付けの瞬間を撮りそこないました
会場は大盛況

R2-D2を制御
…するわけではない

Maker Faire
Kyoto 訪問記
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関西研ホームページ https://www.qst.go.jp/site/kansai/
関西研YouTube https://www.youtube.com/channel/UCGQohC8igUdeiLFTx_1KhtA
関西研Facebook https://www.facebook.com/KPSIkouhou/
関西研X https://twitter.com/kpsi_kizu
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